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豪雪災害の概要

大
雪
に
対
す
る
市
の
体
制
と
経
過

12
月
15
日　
　
　
　
　
　
警
戒
の
態
勢
（
警
戒
１
次
体
制
）

12
月
26
日　
８
時
30
分　
豪
雪
警
戒
本
部
設
置
（
警
戒
２
次
体
制
）

12
月
27
日　
１
時　
　
　
豪
雪
災
害
対
策
本
部
設
置
（
非
常
１
次
体
制
）

１
月
６
日　
14
時
50
分　
長
野
県
へ
自
衛
隊
の
派
遣
を
要
請

１
月
６
日　
23
時
９
分   

長
野
県
が
自
衛
隊
へ
派
遣
を
要
請

１
月
７
日　
８
時　
　
　
自
衛
隊
が
除
排
雪
作
業
を
開
始

１
月
７
日　
16
時　
　
　
災
害
救
助
法
適
用

１
月
12
日　
10
時　
　
　
災
害
時
要
援
護
者
世
帯
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緊
急
危
険
排
除
作
業
完
了
の
た
め
自
衛
隊
撤
収

１
月
13
日　
　
　
　
　
　
除
排
雪
経
費
と
し
て
約
３
億
円
の
追
加
補
正
予
算
専
決

１
月
17
日　
16
時　
　
　
災
害
救
助
法
適
用
延
長

１
月
26
日　
16
時　
　
　
災
害
救
助
法
適
用
終
了

市
道
除
雪
活
動
状
況

▼
活
動
日
数
：
42
日
間
（
12
月
11
日
～
２
月
５
日
）

　
重
機
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
フ
ル
稼
働

▼
稼
動
し
た
重
機
・
人
員
（
延
べ
）：
ド
ー
ザ
ー
１
３
１
０
台
・
ロ
ー
タ
リ
ー

　
１
０
７
８
台
・
ダ
ン
プ
４
９
０
台
・
職
員
２
８
３
３
人

▼
要
し
た
費
用
：
約
３
億
５
０
０
０
万
円
（
委
託
料
借
上
料
等
）

▼
市
道
の
状
況
：
幹
線
道
路
で
も
１
車
線
確
保
が
限
度
の
路
線
多
数
発
生
。

　
　
　
　
　
　
　
枝
線
は
未
実
施
状
態
が
継
続
。

▼
通
勤
時
間
帯
の
渋
滞
に
よ
り
、
救
急
車
・
消
防
車
等
緊
急
車
両
通
行
不
能
の

　
状
態
が
各
所
で
発
生
。
市
街
地
で
顕
著
。

雪
害
救
助
員
の
活
動
状
況

▼
雪
害
救
助
員
登
録
者
数
：
１
６
０
人
（
単
価
：
１
万
１
０
０
０
円
／
日
）

▼
対
象
世
帯
数

　
３
２
５
世
帯
（
こ
の
他
、独
り
暮
ら
し
老
人
、高
齢
者
世
帯
等
１
０
５
１
世
帯
）

▼
全
世
帯
で
救
助
員
・
自
衛
隊
・
市
外
子
息
・
近
所
住
民
・
市
職
員
等
が
援
助
し
、  

　
緊
急
状
態
を
脱
却
。
周
辺
の
積
雪
量
が
家
屋
よ
り
高
く
、
降
雪
が
継
続
す
る

　
と
危
険
な
世
帯
が
多
数
。

災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
状
況

▼
雪
害
救
助
員
：
約
１
０
０
０
人
（
12
月
10
日
～
１
月
18
日
）

▼
自
衛
隊
・
市
職
員
・
消
防
署
員
・
ボ
ラ
ン
ティ
ア
に
よ
る
除
排
雪
作
業

　
１
２
４
２
人
（
１
月
７
日
～
１
月
16
日
）

被
害
状
況

▼
人
的
被
害
：
死
亡
３
人
、
負
傷
33
人
（
屋
根
雪
落
下
、
除
雪
中
の
被
害
）

▼
建
物
被
害
：
住
宅
（
全
壊
３
棟
、
一
部
損
壊
21
棟
）、
車
庫
・
物
置
等
（
全 

壊
９
棟
、
一
部
損
壊
24
棟
）、
そ
の
他
（
全
壊
２
棟
、
一
部
損
壊
14
棟
）

豪
雪
災
害
対
応
の
概
況
（
２
月
５
日
現
在
）

▼
停
電
：
照
里
周
辺
１
７
０
戸
（
12
月
13
日
）、
一
山
周
辺
２
０
０
戸
（
12
月 

　
13・14
日
）、瑞
穂
周
辺
10
戸（
12
月
20
日
）、小
菅
周
辺
１
０
０
戸（
１
月
１
日
）、

　
常
盤
周
辺
１
７
０
戸
（
１
月
５
日
）、常
盤・寿
周
辺
１
２
０
戸
（
１
月
８
日
）、

　
南
町
周
辺
２
１
０
戸
（
１
月
14
日
）、
関
沢
周
辺
40
戸
（
１
月
27
日
）

避
難
状
況

▼
自
主
避
難
世
帯
数
：
最
多
で
10
世
帯
17
人
（
道
路
除
雪
５
世
帯
12
人
、
住
宅

　
雪
下
ろ
し
５
世
帯
５
人
）

自
衛
隊
の
活
動
状
況

　
（
災
害
時
要
援
護
者
世
帯
・
幹
線
道
路
の
緊
急
危
険
排
除
作
業
）

▼
期
間
：
１
月
７
日
～
11
日
（
５
日
間
）

▼
作
業
人
員（
延
べ
）：４
３
０
人（
連
絡
調
整・後
方
支
援
隊
含
め
て
６
０
３
人
）

▼
活
動
内
容
：
市
営
住
宅
12
棟
、
災
害
時
要
援
護
者
世
帯
の
民
家
14
戸
の
除
排

　
雪
作
業
（
緊
急
危
険
排
除
世
帯
数
の
合
計
は
62
世
帯
）

▼
道
路
除
排
雪
：
総
延
長
約
７
０
０
ｍ

警
察
の
活
動
状
況

▼
除
排
雪
作
業
等
の
交
通
誘
導
（
延
べ
）：
１
０
３
人

消
防
署
の
活
動
状
況

▼
当
直
者
10
人
が
緊
急
災
害
出
動
に
備
え
待
機

▼
署
員
延
べ
12
人
が
災
害
時
要
援
護
者
世
帯
の
雪
下
ろ
し
（
１
月
11
日
～
13
日
）

県
の
活
動
状
況

▼
国
・
県
道
除
雪
車
両
が
市
道
を
除
雪
（
ロ
ー
タ
リ
ー
２
台
・
ダ
ン
プ
３
台
に

　
よ
り
18
・
６
㎞
実
施
。
１
月
11
日
～
20
日
）

▼
延
べ
16
人
が
市
職
員
16
人
と
交
差
点
視
界
確
保
、
歩
車
道
間
雪
壁
除
去　
作

　
業
（
１
月
10
日
～
13
日
）

市
職
員
の
活
動
状
況

▼
市
職
員
延
べ
３
０
０
人
に
よ
り
、
災
害
時
要
援
護
者
の
現
地
確
認
や
個
別
ケ

　
ー
ス
ワ
ー
ク
を
進
め
援
護
活
動
を
行
う
（
１
月
５
日
～
13
日
）

▼
延
べ
90
人
が
災
害
時
要
援
護
者
世
帯
の
雪
下
ろ
し
（
１
月
８
日
～
13
日
）

▼
延
べ
１
０
０
９
人
が
交
差
点
視
界
確
保
、
歩
車
道
間
雪
壁
除
去
、
除
排
雪
誘

　
導
、
公
共
施
設
雪
下
ろ
し
等
作
業
（
12
月
27
日
～
１
月
20
日
）

■
災
害
時
要
援
護
者
世
帯
を
含
む
市
内
の
状
況
調
査
を
継
続
実
施

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
状
況

▼
災
害
時
要
援
護
者
世
帯
１
４
５
軒
の
家
屋
周
辺
の
除
雪
（
延
べ
７
１
６
人
、

　
１
月
７
日
～
16
日
）

▼
74
人
が
交
差
点
視
界
確
保
、
標
識
、
信
号
操
作
盤
周
辺
の
除
雪
、
福
祉
施
設

　
の
雪
下
ろ
し
作
業
（
74
人
）

地
域
の
活
動
状
況

▼
災
害
時
要
援
護
者
の
状
況
把
握
の
た
め
、
区
長
・
民
生
委
員
に
よ
る
緊
急
調

　
査
を
２
回
実
施
。
▼
地
域
内
の
落
雪
危
険
箇
所
の
把
握
と
現
地
を
告
知
表
示
。

　
▼
区
役
員
に
よ
る
雪
下
ろ
し
作
業

４ページ写真：陸上自衛隊が１月７日から５日間にわたり
市内各地で除排雪作業に当たってくれた。
　幹線道路や、雪下ろしの負担が大きい高齢者世帯等
の危険箇所を緊急・優先的に作業を実施。家屋倒壊の
不安が解消され、安堵感が広がった。

　12 月から降り続く雪は、飯山市に大きな被害をもたらしています。２月５
日現在、飯山観測所で積雪量２５６cm を記録し、いわゆる「５９豪雪」時の
２５７cmと肩を並べるに至っています。特に１２月としては過去最多を更新し、
正月明けには、自衛隊の災害派遣を要請する事態となり、高齢者世帯や幹線道
路の危険な箇所の除排雪が優先的に進められました。
　県内からは、豪雪の様子を伝える報道で飯山の苦境を知った多くのボラン
ティアの皆さんが駆けつけ、高齢者世帯などで除雪に当たってくれました。
　また、国の関係者や各省庁の職員が飯山市を訪れ、豪雪状況を視察。市では、
除雪経費に対する補助など財政的な支援等を強く要請しているところです。
　一方、各地区の克雪活動推進協議会では、例年降雪前に市側から除雪計画
や雪害救助員に関する説明を行っていますが、今冬の豪雪を受けて、行政で対
応が難しい一般住宅の雪下ろし等に関しては、地域の互助・共助で乗り切って
ほしいと要請しました。また、地域住民自ら水害や地震時の災害対応に当たる
自主防災組織の雪害に関する活動内容をあらためて確認しました。

自衛隊の除雪活動

国の視察団相次ぐ

ボランティア続々と

△樹齢 1400 年と推定され、長野県天然記念物に指定されて
いる木島地区下木島の大ケヤキが雪の重みで倒木（１月4 日）

△１２省庁等の調査団が、藤沢区集落内や、し
　らかば保育園などを視察（１月16日）。

△国土交通省吉田博美政務官と同省職員が西
　大滝区の積雪状況などを視察（１月27日）。

△小坂憲次文部科学大臣が、市内中学校体育
　館の屋根雪落雪現場などを視察（１月15日）。

△参議院国土交通委員会（羽田雄一郎委員長）
　が雪捨て場などの状況を視察（１月16日）。

㊤㊧県内から多くの除排雪ボランティアが飯山市
を訪れた。１月7 ～ 16日の間で延べ 716 人が高
齢者世帯などの除雪に参加してくれた。

高齢者世帯の雪下ろし作業を行う市職員

㊨
陸
上
自
衛
隊
の
幹
部
も
市
役
所
を
訪
れ
、
木
内
市

長
が
除
雪
活
動
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
伝
え
た
。
右

上
は
、
第
十
二
旅
団
長
。
右
下
は
同
旅
団
司
令
部
幕

僚
長（
中
央
）

撤収式で自衛隊員に手を振る市民の皆さん


